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○ 約25年後となる2050年（令和32年）には、市内
全域で⼩規模化が進⾏し、⼩学校では⼩規模校が9校、
過⼩規模校においても11校生じることが予想される。

○ 中学校も2050年（令和32年）には⼩規模校が5校、
過⼩規模校においても1校生じることが予想される。

※ 端数処理をおこなっているため、合計値は合致しない場合あり。

１児童生徒数の将来推計



２基本方針

※ ただし、アンケート調査による回答結果で、約３割の方が児童・生徒が減少しても今の学校配置が望ましいと回答していることから、
⼩規模校をすべて廃止するのではなく、⼩規模校のデメリットをできるだけ解消しつつ、多様な学校の在り方を検討する。



3 各地域の学校適正規模・適正配置に係る適正化計画（案）

【Ⅰ期計画】
禎瑞⼩学校、橘⼩学校、氷⾒⼩学校の統合を図り、⻄条⻄中

学校敷地内又は同中学校区内の適地に整備する。

【Ⅱ期計画】
モデル校として、I期の統合⼩学校と⻄条⻄中学校による⼩中

一貫教育校の設置を図る。

※Ⅰ期計画期間終了時にⅡ期計画以降の⾒直しを図る。



【Ⅰ期計画】
東予⻄中学校、河北中学校の統合を図る。
三芳⼩学校、楠河⼩学校、庄内⼩学校の統合を図る。

【Ⅱ期計画】
多賀⼩学校、吉井⼩学校、周布⼩学校の統合を図る。
国安⼩学校、吉岡⼩学校の統合を図る。
Ⅰ期の統合⼩学校、統合中学校の将来的な適正化を検討する。

※Ⅰ期計画期間終了時にⅡ期計画以降の⾒直しを図る。

3 各地域の学校適正規模・適正配置に係る適正化計画（案）



【Ⅰ期計画】
丹原東中学校、丹原⻄中学校の統合を図る。
丹原⼩学校、徳⽥⼩学校、⽥野⼩学校、⽥滝⼩学校、中

川⼩学校の統合を図る。
⼩松⼩学校と石根⼩学校の統合を図る。
丹原地域でモデル校として⼩規模特認校の設置を検討す

る。

【Ⅱ期計画】
丹原地域の統合中学校、⼩松中学校の適正化を検討する。
丹原地域の統合⼩学校、⼩松地域の統合⼩学校の適正化
を検討する。

※Ⅰ期計画期間終了時にⅡ期計画以降の⾒直しを図る。

3 各地域の学校適正規模・適正配置に係る適正化計画（案）



本計画を進めていくに当たり、まずは、対象
となる保護者や地域住⺠等に対し、説明会な
どを通じて、公⽴⼩中学校の現状や児童生徒
数の将来的な⾒通し等を⽰すとともに、学校
において必要となる一定規模を確保するため
の基本方針や地域別適正化計画案を⽰しなが
ら、⼗分な共通理解が得られるよう取り組み
ます。

また、本計画に定めていない適正化計画案
の詳細などは、対象となる各学校の関係者で
組織する地元協議会を設置の上、再編等に係
る協議の中で、合意形成を図りながら進める
こととします。

当該地元協議会において、保護者や地域住
⺠等の理解が得られた場合は、準備委員会へ
の移⾏により、新しい学校の校歌・校訓、制
服等に関する協議やPTA等の統合準備などを
進めるとともに、再編となる学校間での交流
事業等にも取り組みます。

なお、再編スケジュールなどの詳細は各協
議会での協議の進捗により異なりますが、地
元協議会の設置から新しい学校の設⽴まで、
概ね3〜4年程度を要すると考えています。

４学校適正規模・適正配置の進め方


